
令和７年度 第１回運営推進会議 
 
 
                              機能訓練型デイサロン 
                                 リーベン モア 

 
 
 
 
         「モア グループ」の基本理念 
        施設運営について（前回の運営推進会議以降） 

① 感染症対策 
② ご利用状況について 
③ 活動状況について（写真添付） 

         ④その他 

 
 
 
 
 
（通所介護事業の定義） 

通所介護の事業は、要介護状態となった場合においても、その利用者が可能な限りその居宅におい

て、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう生活機能の維持又は向上を目

指し、必要な日常生活上の世話及び機能訓練を行うことにより、利用者の社会的孤立感の解消及び

心身の機能の維持並びに利用者の家族の身体的及び精神的負担の軽減を図るものでなければならな

い。 

（基本姿勢） 

“雨にも負けず、風にも負けず” 

 
 
 
 

 
 
 
 
 



「リーベン モア」の基本理念 

 
人は、誰しも住み慣れた家、住み慣れた場所…で楽しく、活き活きと（身体的に）不自由な

く、何時までも、元気に過ごしたいと望んでいると思います。 
しかし、加齢により身体的機能が徐々に衰え、そのことに伴って外出する機会が減少し、一

日中誰とも会わない、誰とも話をしない…状況が生まれ、その両者が相まって、身体的にも

精神的にも衰えを加速度的に招くことになっていると思います。 

 
“モア”は、「より～」の意味。 
より楽しく、より元気に、より活き活きと…など、今以上に少しでも良い状態になっていた

だくことを願っています。 
→身体的機能訓練 

 
“サロン”は、（徹底した個別）サービスの提供。 
外出機会の少ない方々が、他の人と交流することにより、精神的に安定し、活き活きと生活

することができるように、また「外出」という機会を捉えて、適度な良い緊張が与えられ、

生活にメリハリが生まれてくることを願っています。 
→精神的機能訓練 

 
↓ 

 
「リーベン モア」のキーワード 
            ・「行くことが楽しみ」 
            ・「行きたい」 
            ・「ご利用者がご利用者を誘う」 
            ・「“リーベン モア”に行っている」 

 
 
「株式会社 リーベン」のキーワード 
            ・「大切なのは、みんなの笑顔」 
      ※リーベンのロゴマーク→三本の線は、「お客様」、「社員」、「会社」 

 
 
 
 
 
 
 



１．施設運営について 
① 感染症対策 

新型コロナウイルスの感染拡大傾向に鑑み、対策を周知徹底いたしております。 
○ご利用者様 
 ・来所の際にはマスクの着用をお願いし、手洗い、アルコール消毒を行っています。 
 ・バイタルチェック(検温、血圧測定)の際に、体調のご様子を細かく伺っております。 
○施設側の対応 
 ・送迎車両は、使用前後に必ず消毒を行っています。 
 ・1 つ 1 つのメニューが終了するごとにアルコール消毒を行っています。 
 ・施設内の換気は、窓やドアの開放を行うと共に、空気清浄機も常時使用しています。 
 ・午前、午後共にご利用後には、施設内のアルコール消毒、掃除を行っています。 
 ・職員は、勿論、消毒、手洗い、マスクの着用を徹底して行っています。 
 ・席に座って頂く際にも、対面にならないよう一定の距離を置いております。 

  ○外来者についての対応 
   ・基本的に施設玄関先での対応とさせていただいております。 
   ・入室の際は手指のアルコール消毒を行い、短時間で済ませて頂いております。 
  ※感染症対策マニュアルに基づいて職員やご利用者様への感染予防については、施設 
  内にて掲示するとともに、来所時やお帰りの際にお声がけをして周知徹底しております。 

 
② ご利用状況について 

  ・令和７年 8 月現在のご利用状況は次の通りです。   （）は、前回 
      ご利用実績数        要介護１  →  16 名（15 名） 
     （構成グラフ参照）      要介護２  →  26 名（25 名） 
                    要介護３  →   5 名（7 名） 
                    要介護４  →   0 名（0 名） 
                    要介護５  →    0 名（0 名） 

 
                   事業対象者  →  12 名（ 9 名） 
                    要支援１  →  6 名（ 7 名） 
                    要支援２  →  11 名（ 14 名）  

 

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５



③ 活動状況について（添付写真参照） 
  ・集団体操 
   つま先上げ、踵上げ、膝伸ばし、足上げ等の下肢筋力向上体操と 
   肩の上げ下げ、肩甲骨回し、姿勢保持等の上肢ストレッチ体操を中心にご利用者様 

全体のお体の変化に合わせて行い、また新聞紙など身近な物を使用して体操をする 
ことにより、ご自宅でも行って頂けるようにしております。 

   また、玉入れや輪投げ、ボール転がし等懐かしい遊びを運動に取り入れ、リハビリ 
を通して、他者とのふれあいの中で楽しみながらの〝遊びリテーション〟も行って 
おります。 

    
  ・日常生活における機能訓練  
   ご利用者様お一人お一人が安心して日常生活をお過ごし頂けるように生活動作訓練 

を行っております。また、ご利用者様の体調に応じて、訓練の内容を適宜変更して 
行うよう心掛けております。 

    
④ その他 

前回会議報告以降の行事等 
・4 月  ・リーベン モアが開設 10 周年を迎えました。 
・5 月  ・防災訓練を行いました。 
・6 月  ・タッチケアを集団体操前に取り入れました。 
・7 月  ・緊急時連絡カードをご利用者様に配布しました。 

       
 
事業所の運営に係る報告事項 
・施設内職員研修報告 
・３月 ・高齢者虐待防止について 
・４月 ・認知症、認知症ケアについて 
・５月 ・身体拘束について 

 
・苦情・事故またはヒヤリハット等の報告 0 件 

 
 
 
 

 

 



機能訓練の様子  

① 集団体操 

     

個別機能訓練 

      

季節行事・イベント 

    

     

   

 

 



機能訓練型デイサロン リーベン モア   運 営 推 進 会 議 

委員名簿 

 

氏  名 構成区分 職  名  等 

山下 こと代 利用者  

杉田 吉男 利用者の家族  

島田 欣也 地域住民の代表者 愛宕町中部地区 福祉推進員 

渡辺 ちづ子 地域住民の代表者 富士川地区 民生委員児童委員 

岩波 治代 地域包括支援センター職員 甲府市東地域包括支援センター職員 

雨宮 誠 知見を有する者 デイサロン 花水木  管理者 

   

   

   

   

 
１ 「構成区分」欄には、利用者、利用者の家族、地域住民の代表者、地域包括支援センターの職員、当

該事業について知見を有する者等の別を記入してください。 

２ 「職名等」欄には、自治会長、民生委員等を記入してください。 

３ 指定申請時には利用者またはその家族は未定であるため、「氏名」欄には「利用者Ａ」「利用者Ｂの家

族」と記入してください。 

 


